
























ども・子育てビジョン」（平成 22 年 1 月閣議決定）
2）
における出生数 1万人当たり 25 ～ 30 床の目標は平
成 26 年に全国的には達成されたものの、目標を達
成できない都道府県もあり、平成 31 年度までに全
























































月実施）。検索式は「早産 or 低出生体重児 or 極低
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なく、近年の活動実態を明らかにすることができな
かった。近年では、情報発信・コミュニケーション
を目的としたソーシャルメディアの利用は急増して
おり、母親が育児情報を得るための身近な手段の一
つとして大きな役割を果たしている
49）
。今後、医
療が進歩する中で、ますます支援のニーズをもった
低出生体重児が増えていくと予測される。そのよう
な中、ソーシャルメディアを活用していくことを検
討していくことは、育児の悩みや保健サービスの情
報収集のみならず、親の会が多様な形態で変化し活
発な活動を継続していく一つの手段として有効であ
ると考える。
Ⅴ　結語
１　低出生体重児の退院後の母親の支援に関する
ニーズとして、「退院後の早期支援」「専門性の高
い個別アドバイス」「同じ境遇の人からのサポー
ト」「保健サービス」が、支援の実際と成果とし
て「親の会の開催を通じて育児を前向きに捉える
支援」「育児不安を軽減するための医療スタッフ
による個別支援」「児の成長に応じた継続した支
援」が、課題として「退院後、早期の支援方法に
関すること」「母子保健サービスに関すること」「親
の会に関すること」「長期の継続支援に関するこ
と」「母親の特性を医療者が理解すること」が抽
出された。
２　退院後の早期支援のニードに対して、入院中か
ら NICU 看護師と保健師が連携して育児支援を
行う必要がある。
３　親の会は、母親の退院後の支援のニードの一つ
であり、ピアカウンセリングの効果や親としての
効力感を高められる。継続的な支援が必要な児や
母親であるため、専門職が介入した地域に根ざし
た会のシステム作りが必要である。
４　退院後 1ヶ月以内に専門性の高い個別アドバイ
スの訪問と、地域資源を活用した非専門職の訪問
など訪問回数を増やすことは、育児ストレスの低
下につながると示唆する。
５　他の家族との交流を求めている母親への支援と
して、児が入院中から面会時間の中での母親同士
の交流に対し、どのような支援がなされているの
か、またその効果について明らかにすることが求
められる。
　本研究の一部は、第 62 回日本小児保健協会学術
集会において発表した。
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